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5 月 1 日現在の外国人留学生数は 298,980 人（対前年比 31,938 人：12.0％増）で 2008 年の 123,829
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極め）を結論 ( 意義 ) とし、個別的、発達的問題をいかに明確化させるかにおいて担当者側の技
量が求められていること、また、留学生活の上に、実質的な付加価値をつけるべくいかにサポー
トできるかを課題としている。






速度で話してくれる )、 ③柔軟性：出席・遅刻等の縛りがゆるい、敷居が低い ( オープンスペース
―いつでも来られる場 )、いろいろな相談もしやすい、が明らかになった。また、カウンセラーは
学習者一人一人との ｢コミュニケーション｣ の中で、①ニーズの明確化 ( ｢気づき｣ の促し )、②




続けられなかったと思う )、 ②長期間の持続的対応：学部 4 年間からさらに卒業後までのケース、
③ネットワークの広がり、が明らかになった。学習カウンセリングを通して留学生の「隠れたニー
ズ」を知ることによって、チューター活動 ( 留学生応援団 2) とよんでいる ) の改善、日本語科目・
T.A. 活動・留学生教育の改善、留学生の会との連携などが図れる、といった面も挙げられている。
留学生の具体的ニーズをジャーナルから分析すると、①アカデミック・ジャパニーズ：授業 ( 教
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ラーのうち、2011 年から担当をしているカウンセラー H の報告書の記載内容（2018 年度前期分）
をデータとした。
　カウンセラー H は 2018 年 4 月 11 日から 8 月 6 日までの 17 週、毎週 10 コマのカウンセリング
を担当、総コマ数 163 コマに延べ 149 人が来室、対応した。カウンセラー H の担当キャンパスは
武蔵野キャンパスであるが、ここでは、2018 年度は全学 9 学部 18 学科の 1 年生、並びに、文学
部をはじめとする 4 学部 7 学科の 2 年生以上、そして、全 10 研究科 19 専攻のうち 7 研究科 8 専
攻の院生が授業を受けている。
　研究デ―タは、報告書が Word で提出されていたため、時間軸にそって Excel で、報告書同様、
日時・対象学生・主な内容に分け、記述部分を意味のまとまりで段落に区切りナンバリングをした。
得られた 141 の項目から KJ 法で 17 のカテゴリーを抽出した。これらを相談の切り口である「相
談カテゴリー」と派生した学習内容となる「学習カテゴリー」でさらにまとめた。
4．結果
　この期間の学習カウンセリングの延べ人数で 149 人、国籍、性別、学年、学科は表 1 のとおり
である。前述のように、武蔵野キャンパスでは全学部 1 年生と日本文学文化学科をはじめとする
4 学部 7 学科の 2 年生以上が在籍しているため、学科には偏りが出る。
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4.4.2　会話→ JLPT→語彙
































































































　上記 3 つの意義に加え、以下の 2 点も意義として考察される。




































































＊本研究は日本語教育学会 2019 年度第 1 回支部集会 ( 北海道支部 ) におけるポスター発表を大幅
に改定したものである。
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注
１）2019 年度は武蔵野キャンパス 1 号館 1 階国際交流スペースの一部、有明キャンパス 1 号館 5 階アジアスペースで行われ
　　ている。
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